
令和４年度高校生自転車交通マナー向上対策事業
実践指定校の取組

１ 目的
県立高等学校の自転車通学生を主たる対象とし、愛媛県自

転車の安全な利用の促進に関する条例の基本理念である
「シェア・ザ・ロード」の考え方に沿った交通安全教育を強化し、
交通ルールの遵守や自転車交通マナーの向上に取り組むこ
とにより、自転車が関与する事故の防止を図る。

２ 令和４年度実践指定校
○愛媛県立今治北高等学校
○愛媛県立内子高等学校
○愛媛県立宇和高等学校三瓶分校



令和４年度自転車交通マナー向上対策実践指定校の主な取組

実践指定校
交通安全教室の
開催

登下校時の危険
箇所の把握・分
析

自転車新文化の
促進

普及啓発チラシ
の作成・配布

地区版マナー
アップ会議の開
催

保護者に対する
啓発・実践

今治北高校

・交通安全啓発
（２・３年生）
・自転車点検
・１年生オリエン
テーション
・交通安全教室

・学校周辺の自
転車交通危険箇
所におけるアン
ケートの実施
・「自転車通学安
全マップ」の作成、
展示発表

・「しまなみサイク
リング」の実施
・ワークショップ
「地域発！自転
車マナーアップin
大島」への参加

・交通安全チラシ
の作成、配布
・交通安全ポス
ターの作成、掲
示
・交通安全ステッ
カーの作成、配
布

・ワークショップ
「地域発！自転
車マナーアップin
大島」
・令和４年度今治
地区高校生交通
安全会議

・新入生、保護者
に対する自転車
保険加入の説明
・取組内容の学
校ホームページ
への掲載
・北桜祭での体
験活動や取組内
容の掲示

内子高校

・自転車車体検
査
・街頭指導
・セーフティーラ
イダー講習
・自転車安全教
室

・学校周辺の危
険箇所の点検
（警察と連携）
・危険箇所や自
転車のマナーに
ついてのアン
ケート調査の実
施

・自転車講習会
・内子町内のサイ
クリング
・地域のサイクリ
ングイベント（DIG 
AND RIDE）への
参加
・自転車甲子園
への参加

・交通安全標語
の募集、優秀作
品の決定
・交通安全啓発
のぼり旗の作成
・地域の商業施
設でのチラシの
配布

・大洲喜多地区５
校との交通サミッ
トの開催

・自転車損害保
険加入数の調査
の実施

宇和高校
三瓶分校

・交通安全講話
・全校交通安全
教室（スタントマ
ンによる交通事
故再現等）
・自転車運転実
技指導

・学校周辺の自
転車危険箇所に
関するアンケート
実施
・学校周辺の危
険箇所の点検

・サイクリングデイ
（全校生徒）
・三瓶分校↔八幡
浜市道の駅み
なっと（宇和海し
おさいサイクリン
グロード）のサイク
リング

・交通安全ポス
ターの作成、校
内掲示

・西予地区高等
学校交通マナー
アップクラブ総会
開催

・自転車交通マ
ナーに関する情
報をホームペー
ジに掲載
・自転車損害保
険加入者数調査
の実施



４ 実践指定校の取組

（１）交通安全教室の開催

スタントマンによる交通事故再現

（２）登下校時の交通危険箇所の把握・分析

通学路の危険箇所の投票交通安全マップ

ＶＲ体験



（３）自転車新文化の促進

（４）交通マナー向上啓発ポスター等の作成

交通安全のチラシにして地域に配布

交通安全啓発ののぼり旗の作成交通安全啓発ポスターの作成

自転車に乗る楽しさの体感 しまなみサイクリング



（５）実践成果の普及

カーブミラーの清掃

地区の区構成交通安全会議

地域のワークショップへの参加

交通安全普及啓発ステッカーの配布



○警察や関係機関と連携することで、具体的かつ効果的な交
通安全指導を行うことができた。自転車の安全利用における交
通ルールを再確認するとともに、交通事故の悲惨さを実感する
ことで交通安全の意識高揚が図られた。

○サイクリング体験を通して、サイクリングの楽しさを体感する
とともに、地域の魅力を再発見することにも繋がった。また、実
施前に講習を行うことで、交通ルールや自転車に乗車時に気
を付けることを再確認できた。

○危険箇所についてアンケート調査を実施し、現地調査を行っ
て撮影した写真を掲載するなど可視化することで、理解しやす
い危険マップを作成できた。作成したマップを近隣校に配布し、
地域で危険箇所の共有することができた。

成果と課題

●危険マップの作成やサイクリング体験など、様々な活動にお
いて地域や保護者の方々に参加してもらったり、意見を聞いた
りすることで、内容がより地域の課題に対応したものになると思
うので、地域と連携した活動を増やしていく必要がある。

●実践成果の普及について、ホームページへの掲載だけでな
く、小中学校等との交流をより積極的に行うことで、主体的に地
域に情報を発信していく必要がある。

●自転車損害保険の加入については、新入生の保護者に対し
て重要性を伝える必要があるため、学校における取組を周知
できるよう、学校・地域・家庭の連携を図る必要がある。


